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理事長

第 25口 (平成 23年 友)「 日本皮業所先所賞」史賞候補若推落仲依頼

窪啓 念 々御清通のことと大炭 に存 じあげます。
さて、本所先所 は、寄附行為第 3容 の丸えに基づ き、昭～ 40年 皮 より 「日本

浅苦所え所賞」を投け、わが回皮☆の発及のため学術所鬼上の顕者 な貢献 をなし
た方に対 して、表彰の事☆ を行 って参 りました。本賞の目的 とするところは、列
添 「口本浅苦所先所賞表彰丸程」に明記 されているとおり、わが回浅芸の発展の
ため、学術所先上顕考 な資献 をなした方 を表彰 し、その研鬼苦特が今後の浅苦の

発及 はもとより、まかな合生活の形成や浅占村の活性化等にも貢献することを期
待 しようとするものであ ります。

このような表彰の起 旨に印 し、かつ、優れた苦特 をなるぺ く広 く表彰すること
に したいと考えております。したがって、重去 において魔に国際的 な貨、日本学
士院賞などの大賞を史けた☆特 は、原貝Jと してこの賞の対象から除外するよう転
り計 らい、で きるだけ将広 く候補方の伸推溝 を預 くよ う期待するものであ りま

す。

なお、この表彰は隔年ごとに行い、原貝Jとして各午それぞれ3件 (賞全は1件 につき
100万 円)に つ き行 っております。
以上により、千茂 23年 皮 (第 25口 表彰)の 実賞候補宕の赤隼 をいた した く、

仲 夕用ヤ恐舘 に存 じますが、候補オ を仲推痛下 さるよう御頼いや し上げます。
なお、御依頼先が、学会、団体等の機関の長等である場合には、機関 としての

御推薦である繁妥はな く、その機関の会 員等、当該な関に属する個人の資棒 にお
いて神推薦 を預 くことも麦 し夫えあ りませんので念のためヤ し添 えます。

故 具
[妥頌]

1.仲 推溝は、1件 ずつ、同封の実賞候補考推溝吉の各相 に屯八の上、仲送 り預
きます。基付方法 は、推痛書の様式 が口本浅斉研鬼オ ホームペー ジ (http:
〃www.nOhkenoOr.jp/)から八手で きますので、御亀八の上、捺レPし 、郵送 し
て下 さい。併 せて推痛書 の電子 フ ァイル (ワー ド形式入 は一人虜ド形式)で
kenkyu@nonken.or.jpの ア ドレスにお送 り下 さい。

2.仲 推済の対象に共同研死考 を上げる場合は、その理 占を明記 して下 さい。
3.仲 推滝考 (入は代理方)に は、①垂考上典晏 な場合 に所鬼☆特 に関する資料

の提 出入 は②モ考委 員会 に仲 去癖頼 い史賞候補宕 の苦特紹介 を行 って頂 くこ
とがあ ります。

4.推 痛吉は、子成 23年 11月 30日 までに多」宕するよう神送 り下 さい。
5.推 痛書の送 り先 〒 102-0094 泉 京都千代口医俺え井町 3春 29テ

財団法人  日 本浅苦所先所
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(注) 1  8 0 0～ 1 0 0 0年程度 で御 記 入下 さい.

2  推 薦理 由 につい て は、研 究 業績 と して優 れ てい るばか りでな く、わが国農 業 の発展 等 に貢 献

す る もので あ るこ とを、出来 るだ け具体 的 にお書 き下 さい。 例 えば 、 自然科学 系の場 合には、

当該業績 が農 業改 良普 及所や 営農指 導所 を通 じ、あ る地域 、部 門の農 業分野 に実際 に利 活用 さ

れ た こ と、 あ るい は 、食 品加 工 ・製 造 ・流通 等 に取 り入れ られ た こ と等。 また、社会科学系 の

場 合 には、 当該業績 が広 く農 家や 一般 国民 に紹 介 され る とともに、 日本農業 に対す る理解 を深

める ことに貢献 した こと等、
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日本農業研究所賞受賞者一覧 (第 1回 ～24回)

第 1「ll (昭和を40年度 )
大  槻  i l :  男 :農 家 の経 済構 造 な らび に経 済 活 動 に関す る研 究

第 21中|(昭 和 !1 1年度 )

密 澪 明
(共同研 究 淳 物 、特 に水稲 の栄養 側 に関す る研 究

第 3陣1(昭 和 42年度 )
西 川  義  正 !家 畜 の繁 殖 な らび に人 ■授 精 に関す る研 究

弟 J l l l (昭和14 3年度 )
圧1 島  弥 太郎 1蚕 の放射 線 遺 伝 学 的研 究 とそ の応 すll

第 6障1(昭 和46年度 )
上 坂  章  次 :和 牛の生産 能 力 に関す る基礎 的 な らび に応 用 的研 究
松  島  省  三 !水 稲 収 量 の成 立理 論 とそ の応 用 に関す る研 究
定  盛  吊  助 !リ ン ゴの優 良 辞]種ふ じの 育成 に関す る研 究

第 6回 (昭和 48年度 )
高 橋  治  助 :ア ジア にお け る水 稲 の栄養 生 理 的解 析 に よる多収 技 術 の確 立
有  馬    啓 :M  u c o r  I R  e n n i nの 発 見 と研 究
笠  原  安  夫 :耕 地雑 草お よびそ の防 除 に関す る研 究

第 7回 (昭和 50年度 )

近  藤  康  男 :日 本農 業 の経 済 学 的研 究
嵐    嘉  一 :水 稲 栽培 技術 体 系 の暖 地 的展 開 とそ の史 的考 証
細  田  達  雄 :家 畜 の血 液 型 とそ の応 用 に関す る研 究

第 8回 (昭和 52年度 )
加  用  信  文 :わ が 国 にお け る農 業経 済統 計 の確 立

福  井  重  郎 tダ イ ズの生理 ・生 態 学 的 並び に育種 学 的研 究
大 森  常  良 :牛 の急性 ウイル ス病 の 防圧 に関す る研 究

第 9回 (昭和 54年度 )

禄  塁  督  実
:蚕 の人 工飼料 の 開発 と実用 化 に関す る研 究

川  田  信 一郎 :わ が 国 にお け る作物 栽 培 の実態解 明 に関す る研 究
丹羽  太 左 衛 門 :豚 の繁殖 と改 良技 術 に FElする研 究

第 10回 (昭和 56年度 )
野  村  吉  利 :ニ ュー カ シスル病 に対 す る新免 疫 方 法 (Iン~K法 )の 開発
石  沢  修  一 :本 邦農 地 土壌 の微 生物 学 的研 究
弥  富  喜  三 i幕 虫の生物 学 的 及 び化 学的 防 除 に関す る研 究

第 11回 (昭和 58年度 )
石  墨  慶

一
郎 :水 稲 の 良質 多収 品種 の育成

山  田  芳  雄 :放 射 化 分 析 お よび ア イ ツ トー プ トレー サ 法 の植 物 栄 養 ・土壌 肥 料 研 究 へ

の万ふ用
西 野    操 :柑 橘 害 虫 ヤ ノネカイ ガ ラム シの発 生 予禁 な らび に生物 的 防除 の研 究

第 12「1(昭 和 60年度 )

古  島  敏  雄 :日 本 農 業 史 の研 究
江  崎  春  雄 :穀 類収 穫機 の 開発 に関す る研 究
丙   貞  夫 :糸n織 キ養 の利 用 に よる野 菜 ・花 き育 種技 術 の 開発

第 13回 (昭和 62年度 )
中 川  昭 一郎 !水 田の用排 水 と圃場整 備 に関す る研 究
坂  井  健  吉 :高 でんパ ん超 多収 甘藷 品種 の選 抜 法 の 開発お よび新 品種 の育成
杉  ,I    倍 :家 畜 の胚 (受精 卵 )移 植 に関す る技 術 開発研 究



第14回 (平成元年度)
梶  井    功 :戦 後 日本の農業経済 ・農業経営の発展 ・変化にかんす る研究
小 林  勝  利 :蚕 の内分泌学的研究 とその応用
大 島  信  行 :弱 毒 ウイ ルス利用による植物 ウイルス病の防除

第 15回 (平成 3年 度)
玉 木  佳  男 t性 フェロモ ンによる害 虫防除に関す る研究
阿 部  猛  夫 :豚 の系統造成法に関す る研究 とその実際的応用
増  田  澄  夫 :二 条大麦 (ビー ル麦)及 び六条大麦優良品種の育成

第 16回 (平成 5年 度)
稲  葉  右  二 :各 種牛 ウイルス病 の防除技術 の開発及び実用化 に関す る研究
飯  沼  二  郎 1農 業近代化の理論的 ・実証的研究
本  多  藤  雄 :促 成栽培用イチ ゴの栽培技術の開発 と

“
はるのか

"“
とよのか

"等
優 良辞]

種の育成

第 17回 (平成 7年 度)
岡 田  吉  美 tわ が国の植物 DNA研 究にお ける先駆的研究な らびに指導的活動
西 山    壽 :暖 地にお ける水稲優良湿】種の育成

景  督  達  摺
:環 境 にや さしい肥効調節型肥料の開発お よび施肥技術の確 立

第 18回 (平成 9年 度)
川 鳴  良  一 :農 業技術研究の推進方策 に関す る論考
江 塚  昭  典 :イ ネの主要病害 に対す る品種抵抗性 の先駆的研 究 とその利用技術 の開発
入 谷    明 :家 畜の繁殖 な らびに体外受精 にPrlする研究

第 19回 (平成 11年度 )
石 橋    晃 :家 禽のア ミノ酸要求量に関す る研 究
貝 沼  圭  二 t澱 粉の高度利用化技術 の開発 に関す る研 究
内 鳴  善 兵衛 :農 業生産 における気候資源 の利用技術の開発

第20回 (平成 13年度 )

屋 々冥  幸  暑
:チ ホクコムギな ど良質多収秋 まき小麦品種の育成

清 水  悠 紀 臣 :豚 ウイル ス病 の防除法、特 に生 ワクチン開発 に関わ る基盤技術 の確 立
駒  田    ユ iフ ザ リウム菌選択培地の創製 とその応用 によるフザ リウム病 の生態 な ら

びに防除 に関す る研究

第21回 (平成 15年度 )

あ  |1  窪  髪
:大 型汎用 コンバイ ン並びに超小型 自脱 コンバインの開発

岸 本  良  一 :ウ ンカ類 の海外長距離飛来の実証 と防除技術 の確 立
真 鍋    勝 :食 品のマイ コ トキシン汚染の解明 と防除

第22回 (平成 17年度 )
西  浦  昌  男 :カ ンキ ツ類 の珠 心胚利 用及び交雑 に よる新 品種 の育成
花  田    章 :未 成 熟卵子 を利 用 した反す う家 畜の体外受精 技術 の開発
春  見  隆  文 i微 生物 ・酵素 を利用 した新 規糖 質 甘味料 の製造技 術

第23回 (平成 19年度 )
三  輪  春 太郎 :食 料供 給 に伴 う窒素 の動 態 と環境 影響 の システ ム解 析
森      肇 tカ イ コ多角体病 ウイル スの構 造解 析 と機 能 利用 に関す る研 究
祖  田    修 t農 学原 論 の確 立

第24回 (平成 21年度 )
古  谷    収 1豚 にお ける栄養 評価法の開発 とその応 用

意生唇  意  験
tリ ン ゴわい性 台木 の先駆 的研 究 と 」M台 木 シ リー ズの育成

佐  伯  尚  美 :米 流通 ・米政策学 と農協論の確 立及び戦後 |1本農業政策 に関す る研究

(第 5回 以降の受賞者氏名 は推薦受付順)


